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【背景】我々は、プラズモニクスやメタマテリアル技術を応用し波長/偏光が選択的に検知可能な

非冷却赤外線センサを開発してきた 1。近年では、グラフェンを用いた新たな赤外線センサを開発

している 2, 3。今回、グラフェンを用いた赤外分光検知に向けた検討を報告する。 

【構造】Fig. 1の模式図に示すように、MIM型プラズモニックメタマテリアル吸収体(MIM-PMAs: 

metal-insulator-metal-based plasmonic metamaterial absorbers) 4上にグラフェンを形成する。本研究で

は、Si基板上に Alと SiO2を順に成膜し、最上層に周期的なマイクロパッチを Alで形成すること

でMIM-PMAsを構成する。マイクロパッチは厚さ 100 nm、一辺が 2.6 mの正方形であり、周期

5mで配置されている。SiO2の厚さは 200 nmである。最上層のマイクロパッチ外周に局在プラズ

モン共鳴が発生し、共鳴波長はマイクロパッチの大きさで規定される。本構造では、波長約 7 m

においてプラズモン共鳴が発生する。マイクロパッチ上に成膜されたグラフェンは局在プラズモ

ン共鳴と相互作用し、波長選択的に吸収が増強されると考えられる 5。 

【測定結果】MIM-PMAs上にグラフェンを成膜した試料の反射率とMIM-PMAsのみの試料につ

いて反射率を測定した。前者を後者で除した反射率比を Fig. 2に示す。プラズモン共鳴波長は 7 μm

であり、共鳴波長において顕著な反射の抑制、つまり吸収の増強が生じていることが分かる。よ

って、本構造によって波長選択的な赤外検知が期待できる。 
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Fig. 1 Schematic illustration of graphene on MIM-PMA Fig. 2 Measured reflectance ratio 
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